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と
が
許
さ
れ
、
家
族
へ
の
思
い
を
託
し
て
、
い
つ
の
日
か

祖
国
日
本
へ
帰
る
日
を
夢
見
て
毎
日
苦
し
い
苛
酷
な
シ
ベ

リ
ア
の
生
活
に
耐
え
た
。

待
ち
に
待
っ
た
日
が
き
ま
し
た
。
二
十
四
年
八
月
三

日
、
帰
国
は
名
優
丸
に
て
帰
り
ま
し
た
。
列
車
の
お
客
さ

ん
の
中
に
知
っ
て
い
た
人
が
乗
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で

「
只
今
帰
っ
て
来
ま
し
た
」。
そ
の
客
は
驚
き
、
よ
く
ま
ぁ

帰
っ
て
き
た
ね
、
と
元
気
な
姿
を
見
て
驚
き
、
早
速
み
ん

な
に
知
ら
せ
な
く
て
は
と
、
電
車
が
止
ま
る
と
足
早
に
改

札
を
出
る
。
待
っ
て
い
た
村
の
人
た
ち
で
し
た
。
挨
拶
も

言
葉
に
な
ら
ず
涙
が
止
ま
ら
な
か
っ
た
。

シ
ベ
リ
ア
抑
留
の
思
い
出

新
潟
県

小

出

定

平

昭
和
二
十
（
一
九
四
五
）
年
一
月
朝
鮮
会
寧
部
隊
第
一

機
関
銃
中
隊
に
入
隊
、
毎
日
山
城
山
に
軍
事
訓
練
を
受
け

一
期
検
閲
修
了
。
戦
時
編
制
を
組
み
、
第
一
小
隊
第
一
分

隊
に
編
入
（
小
隊
長
飯
島
、
分
隊
長
金
沢
）
ソ
連
国
境
に

近
い
山
中
に
入
り
毎
日
ハ
ッ
パ
を
か
け
て
穴
掘
り
陣
地
構

築
。昭

和
二
十
年
八
月
十
五
日
陣
地
よ
り
下
山
し
、
大
隊
全

員
集
合
終
戦
を
知
ら
さ
れ
た
の
が
八
月
十
七
日
昼
こ
ろ
で

あ
る
。
急
な
話
で
こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
の
か
。
食
欲
は
な

く
一
同
涙
も
出
な
く
て
、
立
ち
す
く
む
だ
け
。
そ
れ
か
ら

大
隊
長
引
率
の
元
に
毎
日
毎
日
歩
い
て
ト
モ
ン
に
着
き
武

装
解
除
を
受
け
た
。
そ
の
数
日
後
ま
た
歩
い
て
カ
ン
ト
ン

に
集
結
。
テ
ン
ト
暮
ら
し
一
カ
月
く
ら
い
後
に
編
制
を
組

み
、
ま
た
毎
日
野
宿
を
し
な
が
ら
歩
き
ソ
連
領
地
の
小
高

い
丘
に
て
し
ば
ら
く
野
宿
。

そ
れ
か
ら
貨
車
に
乗
せ
ら
れ
て
コ
ム
ソ
モ
リ
ス
ク
で
ダ

ン
プ
カ
ー
に
乗
り
、
着
い
た
所
が
荒
れ
果
て
た
三
〇
一
収

容
所
、
落
ち
着
い
た
と
こ
ろ
で
炊
事
の
手
伝
い
。
舎
内
当

番
（
後
で
医
務
室
の
故
野
村
先
生
と
一
緒
に
）、
体
調
が

良
く
な
り
二
級
に
な
っ
て
外
の
作
業
に
出
さ
れ
る
（
建
築

小
隊
高
橋
さ
ん
）。
最
後
の
作
業
は
エ
ボ
ロ
ン
駅
で
基
礎

か
ら
一
階
部
分
を
終
わ
り
二
階
部
分
に
か
か
っ
た
こ
ろ
二
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十
二
年
八
月
十
四
日
夜
、
鈴
木
副
官
（
現
岡
村
さ
ん
）
よ

り
ダ
モ
イ
命
令
が
知
ら
さ
れ
る
。
日
本
に
着
く
ま
で
あ
て

に
な
ら
な
い
？

冬
枯
れ
の
始
ま
っ
た
三
〇
一
を
後
に
ダ

ン
プ
カ
ー
に
乗
せ
ら
れ
貨
車
に
乗
せ
ら
れ
コ
ム
ソ
モ
リ
ス

ク
を
通
り
、
果
て
し
な
い
草
原
、
木
も
見
え
な
い
広
野
に

出
る
。
所
々
に
牛
の
群
れ
、
干
草
を
作
る
農
夫
が
見
え

た
。ハ

バ
ロ
フ
ス
ク
を
通
り
ナ
ホ
ト
カ
港
に
向
か
っ
て
旅
を

す
る
、
着
く
ま
で
期
待
で
き
な
い
旅
で
あ
る
。
無
事
港
に

着
い
た
。
九
月
に
入
る
と
だ
い
ぶ
寒
く
な
っ
て
き
た
。
十

日
く
ら
い
し
て
信
濃
丸
が
迎
え
に
来
て
乗
船
し
、
初
め
て

日
本
に
帰
れ
る
実
感
が
し
て
ナ
ホ
ト
カ
港
に
別
れ
を
告
げ

舞
鶴
に
向
か
っ
て
出
航
、
九
月
十
一
日
舞
鶴
上
陸
。
佐
渡

お
け
さ
に
迎
え
ら
れ
て
。

九
月
十
八
日
晴
れ
の
日
、
母
兄
姉
の
待
つ
我
が
家
に
。

そ
の
日
は
村
の
お
宮
の
秋
祭
り
で
あ
っ
た
。

シ
ベ
リ
ア
抑
留
の
思
い
出

新
潟
県

佐

藤

武

雄

昭
和
十
九
（
一
九
四
四
）
年
徴
集
、
同
年
一
月
二
十
日

新
発
田
十
六
連
隊
に
入
隊
。
一
週
間
後
列
車
と
船
で
北
朝

鮮
会
寧
部
隊
に
到
着
す
る
。

会
寧
に
て
教
育
を
受
け
る
。
中
隊
長
は
原
島
大
尉
だ
と

記
憶
し
て
お
り
ま
す
。

七
月
頃
旧
ロ
シ
ア
と
の
交
戦
あ
り
。
重
機
を
持
っ
て
農

家
に
泊
ま
る
。
翌
日
命
令
に
よ
り
中
隊
に
帰
れ
と
言
わ
れ

中
隊
に
帰
っ
た
と
こ
ろ
、
中
隊
は
司
令
部
の
入
る
穴
を

掘
っ
て
い
た
。
昭
和
二
十
年
八
月
終
戦
と
な
っ
た
。

自
動
車
と
列
車
を
乗
り
継
い
で
一
週
間
く
ら
い
か
か
り

三
〇
一
収
容
所
に
到
着
し
た
。
冬
の
た
め
作
業
は
だ
い
た

い
薪
集
め
や
各
部
屋
の
修
理
で
終
わ
る
。
ま
た
建
築
、
鉄

橋
等
の
セ
メ
ン
ト
の
型
枠
作
り
や
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
を
作
り

レ
ー
ル
の
高
低
の
修
正
な
ど
を
し
て
い
た
。
コ
ム
ソ
モ
リ

545


